


































ていることという条件がある。学生の実際の日本語学習歴は 3 ・ 4 年と
いう者が多く、日本への留学や ÆT プログラムや仕事での滞夜期間中の


















































の漢字知識の自己判定は、読める漢字が 200 字から 1000 字、議ける漢字

























3 . 漢 字教 育 の目的
そもそも 学習者は何のために漢字を学習するのであろうか。本セン
ターの学生 について言えば、漢字学習の最大の目的は、漢字に関する






















けでは、「ひと J と読むのか、「にん J と読むのか、または「じん j と
読むのか料控rr できない。また、その指すところは、鴻i乳類ヒト科の「人 J
なのか、 f93 の人 J という語殻を構成する形態索の一つの「人J なのか、
人間そ数える時の序数詞の「人 J なのか、または愚民や民族を示す形
態索の「人 J なのか分からない。すなわち、「人 J という漢字は、「人、

















































「受任 J r 文句 J r 議類」などの漢字詰縫は、「責任を果たす J r 文句






































し、基本語縫で実際にもしばしば使われる「鍛 J と、「賄賂」の「賂 J
























































合でも共 i墜に必要と思われるのは第 3 水準あたりまでで、第 4 水準以上
のものは共通には必要ではないのではないかと思われる。漢字の項目
が完全に:m複しているわけではないので確かな資料とはならないが、「現
代新聞の漢字 J (参考資料 4) では使用順位 1181 番、「現代雑誌 90 種の用
字用認 J (参考資料 5) では河 1338 番が使用率 0.1 パーミルの境界となっ















第 l 水準と第 2 水準の漢字については、先に述べた学生の能力安前提
として、 5否致体系を窓識しながら、一つひとつの学習漢字とその代表
的な漢字語梁の知識を確実なものにしてほしいと考えた。そこで、第



















玄学習するうちに、第 4 水準の漢字に立すする殺しみ皮が憎し、 j二述の前
提条件がおおむね形成されるという状況はある。






て参考資料 l 、参考資料 6 、及び参考資料 7 吾参考にして学溺漢字語録を
選定した。漢字語数は、参考資料 7 の日本語能力試験 2 級の主たる漢字
語録4833 誌をとおおむね必須のものとし、同 l 級の 7800認をおおむね越え















漢字参考書の俄に、参考書の漢字詰ま誌について置の 2 から 5 の方針に
従って学習材料が準備され、それらが感り込まれたワークシートが作
成された(資料 3) 。ワークシートは、第 1 水準と第 2 水準については漢
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婆韻叙吟詠琴妾宵 [文学: 8 字]
嚇侭恭呉斎癒凸問題褒丹!総詔翠畝匁勺鐙銑胸










平気な へいきな、 calm， indifferent 
公平な こうへいな、 fair
事不公平な ふこうへいな、 unfair
平日 へいじっ、 week days 
‘平等 びょうどう、 equality
平らな たいらな、 flat





和わ、 peace， harmony 
和文 品川、 Japanese script 
守口風 わふう、 J昌panese style 
市不平日 ふむ、 disharmony， discord 
④和らげる やわらげる、 calm down 
④和やかな なごやか在、 congenial
文:和尚 札ょう、 Buddhist priest 














:う t うがっこう、 (senior) high school 
いっとう、 first class 
じよう t うな/師、 one of the best, fine, superior 
t うぶん、 to divide into equal parts 
1>C しい、 be equal to 
(しい)
第一に だいいち仁、 first， first of al 





だいいち叫 しゃ、 most important person 





~しだい、 as soon as -; depending onｭ
ら(だい、 to get plucked 
筆
万1f.~在 まんおんわ、 fountain pen 
④鉛筆 えんわ、 pencil
主張 灯、 writing brush 
自筆 tll っ、 one's own handwriting 
取筆記試験 Bっ札刷、 written examination 
ヒツ、ふで
算
計算 。いさん、 to calculate, to compute 
足し算 たし品、 addition
引き算 。ききん、 subtraction
日音算 あんさん、 mental arismetic/ calculation 
期予算 よさん、 budget
精算数 さんすう、 arithmetic




*音符 おんぶ、 musical note 














かんたんな、 easy, brief 
かん I} つな、 concise 
かんそ在、 plain and simple 
iI'V ~ ~ (な、 simple， brief 
しよかん、 letter 
たんご、 word 
t:fvli. Q 、 mere
t:fvl~ ， only, merely, simply 
たんすう、 singular 酸菌 市複数
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ふ(すう、 plural 
権単位 tんい、 unit, denomination 




内戦 仰せん、 civil war 
休戦 きゅうせん、 cease-fire 
戦前 せんぜん、 prewar， before the war 
戦後 せんこ、 postwar， after the war 
*第二次(世界)大戦 だい~t(せかい)たいせん、 World War I 
戦う たたかう、 fight
特:戦い(さ、 war， battle 
セン、いくさ、たたか(う)争榊
ぜんそう、 war 
いいあらそう、 quarrel, argue 
ろんそう、 argument, controversy 
そうてん、 point of contention, issue 








反対 はんたい、 to object 
事反省 Iiんせい、 to reflect upon 
反日運動 品目、 anti-Japan movement 
反発 likl!-? 、 to repulse, to repel, to oppose 




@反物 たんもの、 a ro1 of a cloth 
ハン、"ホン、ホタン、そ(る)、そ(らす)
対
反対 Iiんたい、 to object 
対立 たいわ、 to confront 
対話 たいわ、 dialogue
~に対する ~にたいする、 toward -














.x も Y も盟笠の扱いをする
あっb
-直笠教育






じゅう OC?? tl~ 
-彼は入学試験に失敗しでも主筆な顔をしているが、実はとてもがっかりしている。
にゅうが{ Lljι しっぜい じっ
-管恕磁の大切な仕事は社員の関にiIlをつくることです。





おう Z じよう Ijk 事{~ j{ 











-電車の場合は「盟宜J と言いますが、映画やコンサートの場合は「チケット j と雷い
ます。
-大統領からの蓋誼が首相に届いたo










だいにじ ぜかい士いぜん ぺいこ{ やぷ
-つまらない草民全どはやめて、仲良くやりましょう。
平和等第筆算符簡単戦争
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